
代表提案者：社会福祉法人太陽会
法人・団体等の住所：千葉県館山市

平成26年度スマートウェルネス住宅等推進モデル事業採択
応募提案事業名

フローレンスガーデンプロジェクト

　看護学生寮として利用している建物の 1階部分を高齢者向け住宅に改修し、様々な生活支援を展開する。
　高齢者の健康で幸せな生活にとって必要条件は衣食住と排泄の確保であり、十分条件は他者とのつながりの中での
「居場所」の確保である。当住宅のテニスコート 1面程度の空間を快適な場所に設え、入居者と看護学生の交流の場
とし、世代を超えたコミュニティを構築する。また、近隣の医療・福祉機関と連携し、医療、介護、福祉関係者など
高齢化社会への対応に興味をもつ人たち、地域の人たちも参加する活動を展開していく。この環境は、学生が看護に
ついて自ら考え、視野を広げる機会を提供する。また、本事業は、今後の安房地域のまちづくりの基礎となるモデル
を構築するという意義も有する。

　国政調査によれば、2,010 年の館山市の総人口は 4万 9,290 人、65 歳以上の人口は 1万 5,475 人、65 歳以上の
単身者数は 2,900 人であり、高齢化率、高齢者の独居率ともに全国より高い。現在日本は、少子化により生産年齢
人口が減少し、財政が悪化していくなか、どのようにして高齢者、とりわけ独居高齢者の生活を支えていくかという
課題に直面している。これまでケアシステムの中心には病院が置かれてきたが、加齢に伴う心身の変化や生活の質の
低下に対する医学モデルの限界は明らかである。提案者を含む亀田総合病院グループ（以下、亀田グループという）は、
地域包括ケアを、医療、介護を含んだ生活全般の質を高めるための支援ととらえ、あらゆる相談ができるワンストッ
プの生活相談をその中心に置くことで、次代のケアシステムを構築し、この課題に対応しようとしている。本事業は、
独居高齢者を対象に、ワンストップの生活相談付き住宅を提供し、その実証モデルを構築する。

　独居高齢者を対象に、相談体制の整った高齢者向けの住宅を提供する事業である。行政との連携により地域包括ケ
ア体制の構築にも寄与し、評価できる提案である。
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千葉県鴨川市の亀田メディカルセンター（公式HPより）

ソーシャルワーカーが相談サポート
高齢者と看護学生の共生住宅にみる成果
社会福祉法人太陽会　安房地域医療センター　安房地域総合相談センター　
センター長　香田道丸さん

――はじめに、太陽会の母体である亀田病院の概要
をお聞きしたいと思います。

――それが今の「安房地域医療センター」ですね。

――お話を聞くと、房総でも過疎化が進んでいるよう
ですが……。
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中庭広場（春になると草花が美しい）

――モデル事業に採択された「フローレンスガーデ
ンプロジェクト」はそこから生まれたわけですね。

――「ワンストップ相談サービス」の詳細は？

──具体的な相談体制はどうなっていますか。

──相談はどんな内容が多いですか。
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写真右：居室ベッドルーム　左上：トイレ　左下：バスルーム

――居住支援の重要性が高まる中で、ソーシャル
ワーカーの住まいに対する考えは変わってきました

か。

──高齢者と看護学生の交流についても伺いたいん
ですが、看護学校自体も太陽会が運営されているわ

けですよね。

──男子の看護学生も意外と多いんですね。

──「フローレンスガーデンハイツ」のことを看護学
生にはどう伝えていますか。
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写真上：看護学生との交流をおさめたアルバム
下：「フローレンスガーデンハイツ」看護学生寮側

──高齢者と看護学生の交流で他に気づいたことは？

──３年目になっても入居者が５名という状況に関
しては、どう分析されていますか。

──まだ厳しい面もありますが、今後についてはどう
お考えですか。
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写真左：中庭　右上：職員が手作りした花壇　右下：メダカの池
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写真左：中庭に面したウッドデッキ　右上：居室クローゼット　
右中：居室　右下：ライフリズムサポートセンサー

58



写真上：もともとは食堂だった多目的室　左下：二間続きの元管理人室、洋室にはテーブ
ルといすを置き、相談室として活用。　右下：二間続きのうちの和室
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住宅・施設の形態 高齢者向け賃貸住宅 家賃 50,000 円

敷地面積 1,326.58㎡ 入居金 300,000 円

延床面積 1,132.55㎡
ワンストップ相談
サービス

20,000 円

構造・階数
木造 3階建（1階部分が高齢者向け
住宅）

食費 －

住戸面積・住戸数 21.22㎡・13戸 入居状況 5室

住戸内設備 浴室、トイレ、ミニキッチン、収納 平均年齢 79歳

共同利用設備 多目的室 平均要介護度 1.27

管理開始年月日 平成 27年 6月 スタッフ体制 ソーシャルワーカー　6名

COMMENT 評価委員会委員　COMMENT
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健康診断部

安房地域総合相談センター　入口看板
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